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第 1 章 「時計うさぎとサナス」 

 

―のんびり― 

 

サナスは お姉さんと一緒に 緑が豊かすぎるお庭で 

本を読んでいました 

 

「ねぇおねーちゃん、その本、くそつまんなくね！？字ばーっかで

絵が一個もないやんけ！！」 

 

お姉さんシカト 

 

「ねぇ！絵本じゃなきゃつまんないよーー！」 

 

「絵本ねー、サナスはまだ子供だから、字が難しいんじゃない？」 

 

「子供じゃねーー！！大人になったもんねーだ！」 

 

「嘘よ」 

 

「誠よ！」 

 

と、その時 

 

森の方からうさぎが現れました 
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「あぁ…遅刻だ…遅刻したらとんでもないことになるぞ」 

 

 

「ぎゃほー！！うさぎがしゃべってるー！」 

 

 

うさぎは懐中時計をちらちらと気にしながら 

森の奥へ走って行きました 

 

二足歩行で… 

 

 

「うきゃきゃ！！捕まえてペットショップに売り飛ばして金にし

よー！」 

 

 

サナスはお姉さんとの喧嘩？を中断し、マウンテンバイクに乗り、

うさぎを追い掛けました 

 

 

 

ギアっっ…ちぇーーーんじ！！！！７６ギア！ 

(超高速時速 56800 キロ) 
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ｷﾞｭｩｯ……ーーーｦｵｰｰﾝ！！ 

 

「うるぁぁぁ！！うさぎーーーどこいったー！？」 

 

木々がバッキバキバッキバキ顔とか鼻とか腕とかにあたりながら

も必死でペダルをこぐ！！サナスの HP がどんどん減ってい
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く！！ サナスはがめつい女だった！！ 

 

「うわ！？」 

 

べいんっ←変な音 

 

途中、白い物体と衝突！ 

 

 

 

「何！？今の！！…きゃーん！？」 

 

 

急に地面に体が入った 

くるくるぽーん！！！（マウンテンバイクが空中で回転してる音） 

サナスは落とし穴に落ちていったのだ 

ずどごしゃっ！！ と音と共に 

マウンテンバイクはそのまま大木に激突し木っ端みじんになった 

 

 

 

 

 

 

 


